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自分が配車担当として、ローカルﾈｯﾄを利用して３年が経ちます。毎朝、勤務に就くと同時にローカルﾈｯﾄの画面を立ち上げます
朝の時点では、まだ何が起きるか判らないので、本日の画面情報量を確認します。業務の流れの中で、車が必要、帰り荷が必要、地場での空車が必要と、様々なニーズが発生し、瞬時に判断を下すのが配車担当の仕事です。

この時にローカルﾈｯﾄ情報とローカルﾈｯﾄの仲間が大変大きな助っ人になります。配車担当としては、荷物が無いときには荷物がほしいし、車が足りないときには車がほしい

これの連続であるのと平行して、トラブルの発生が頭痛の種です。過去においては電話でのやり取りで、高速料金は運賃込みと、言った言わないのトラブル。荷物を積みに行ったところ、電話での内容と違うといったトラブル。傭車をお願いしたところ、荷扱いが乱暴だと荷主さんからクレームがきたトラブル。ローカルﾈｯﾄの仲間との取引では、これらのトラブルが極端に少なく、安心して取引ができるようになりました。また途中で積み替え作業が発生する仕事、一日荷物を預かっていただく仕事、現地でユニック作業が発生する仕事、半端な荷物で積み合わせて運んでもらう仕事、など仕事の内容が濃くなり、私たち運送業者に対する要求も多様化してきましたが、これらの要求に対しても、誠実に、さらに安心して取引ができます。各地の大会で電話での相手と顔を合わせるのと楽しみと成っています。これからも私の仕事のツールとしてお世話になります。よろしくおねがいたします。


